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【表紙口絵】小
しょう

銅
どう

鐸
たく

（染
そめ

地
ち

遺跡第 128 地点出土）

　小銅鐸とは、銅鐸のミニチュア版と考えられている青銅製の祭器です。
一般的な銅鐸に比べるとサイズが小さく、高さは約 3 ～ 14 センチしかあ
りませんが、形や模様は銅鐸を模して造られています。類例は北部九州か
ら関東地方にかけての広い範囲で発見されているものの、その数は全国で
も 60 点程度と少数です。集落内の住居跡や溝、土坑などから出土しており、
時代的には弥生時代中期から古墳時代前期に属するようです。用途につい
ての詳細は不明ですが、小銅鐸の内部に舌

ぜつ
が残っているものも見つかって

いるため、祭祀の際に身につけて、鳴り物として使われたのではないかと
推測されています。
　染地遺跡第 128 地点出土の小銅鐸は、都内で 3 例目となる資料です。
高さが約 3.7㎝で、半円形の鈕

ちゅう
をもち、鈕の断面は円～楕円～菱形と一定

しません。鰭
ひれ

や模様はなく、鐸
たく

身
しん

中央から少し上の部分に一対の型
かた

持
もち

孔
あな

が
あります。こうした特徴は、小銅鐸の中でも「汎

はん
用
よう

型
がた

」（白井 2015）と呼
ばれるグループに見られるもので、全国で 30 点ほど確認されています。
　調査地内の浅い谷状の窪地から出土した本資料は、赤銅色を保った状態
で見つかりました。青銅は、含まれる銅の割合が高く、錫の割合が低いと
赤銅色に近くなりますが、発掘で見つかる青銅製品は多くの場合、緑青色
の錆

さび
に覆われてしまっています。本資料は低湿地に埋没していたことが幸

いして、小銅鐸本来の色合いが残った、珍しいケースと言えます。
（文・間　直一郎）

引用文献
白井久美子 2015「小銅鐸同工品の検討」『千葉大学大学院人文社会学科研
究プロジェクト報告書』89-98

参考文献
千葉県 2002『千葉県の歴史　資料編　考古２（弥生・古墳時代）』（県史
シリーズ 10）財団法人　千葉県史料研究財団
朝霞市博物館 2016『第 31 回企画展　小さな銅鐸を追って～銅鐸形土製
品と小銅鐸～』
大阪府立弥生文化博物館 2018『平成 30 年度夏季特別展　弥生のマツリ
を探る　祈りのイメージと祭場』
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   1　小平市　国史跡鈴木遺跡

遺跡の国指定史跡化への道のりと、今後の保存活用および史跡整備に向けた取組の現状

時代　旧石器時代、縄文時代、近世～現代

遺構　石器集中部・ 群（旧石器）、陥
おと

し穴（縄文）

遺物　 部 製石 ・ 形石器ほか（旧石器）

キーワード　国 定 跡 、 ・ 用・整

調査概要
　前回を含め、この遺跡調査 発 会で、これま

で３回報告させていただいた 遺跡が、本年、令

和３年３月 26日に 後期旧石器時代の最大 の 点

的遺跡 として国 跡に 定されました。まずは

った 関、 に しあ ます。

　東京 平 に所在する 遺跡は、石神 川の

谷の 部に立地します。 和 49年（1974）の 学

校の建設 事に 立つ本格的な発掘調査を とし、

その後の様 な での調査を じて、旧石器時代

の石器44,203点、 77,852点の出土を、54 に上る

発掘調査報告書において報告してきました。

　平成 20年代に り、遺跡の中 部に けられ

る 中 金 金 所の とその開発

を に遺跡の国 定 跡 が することにな

り、平成25年度から 遺跡国 定 跡 進事業

を開 しました。そこでは前回 べた 遺跡発掘

調査 報告書の作成が最大の課題でしたが、多く

の方 の により、 事、令和２年３月に刊行、

同７月にはこれを えて文 国 定 跡に向け

た 見 書を 出することができました。また、

この 報告書の に いて、一 向けの

要 書 旧石器時代の 遺跡 を作成し、

定告 後の令和３年３月末からは、 遺跡 館

での 布を行っています。また 学生向けの

遺跡たんけん の

も作成し、 学校の の 布を行うな

どの形で、 の を行っています。

　 型 の で、集 型の

が行えなかったため、 報での特集記事、

役所 面の 、 施設での の

出などで国 跡 を周 したほか、 役所 関

や中 書館 の 施設の一 をお りして、

記 の 展 を行いました。

　一方、上記 金 所跡地は、南 分が開発の

対 となり、やはり前回報告しましたように、石神

川の 流 近の南側の 流を確 することができ

ました。 りの北 分は所 の により 平

に されました。この部分は、 遺跡

理 用地として に 所の建物や の

を え、今後の整 に向けて、安 確 を行いつつ、

の 定や除 の 理を行っています。

　今後は、まず 遺跡の 用 を定め、こ

れを 本的な として遺跡の び 用に を

れていきます。 跡 定地には、遺跡 区や

遺跡 館 地、 、 道 の 用地と、

地 地区や 場となっている 地があります

が、 用地の中でも遺跡範囲の中 に し、最

も広い面 をもつ 遺跡 理 用地は、

遺跡の中 部と想定されるため、今後、後期旧石器

時代の生 の様子を じられる場所として、 の

見を きながら整 を進め、令和 10 年 の一

開 を目 します。

　また 場 に遺跡 の理 を すための、 遺

跡 施設を整 します。現在は に 遺

跡 館が国 跡 定地 に開館していますが、

跡の破 につながるような 事を伴う 建て

えは行 ず、当面は 館の展 を し、

設展 の を行います。

はまず を利用した や

を するなどの 面から め、

などの 面 と段 的に進めていきます

が、いずれは 用年数を え、 せ ならなく

なることから、 的には国 跡 定地外に用地を

確 して、そこでの本格的な 施設の

を想定しています。

　周 事業としては、前 の刊行物のほか、

型 の 状 を前 として、

いて学ぼう 遺跡 という 用の

を に、学 の を きながら実 に遺跡現

地を いて地形 をする遺跡 事業 こだ

いらの遺跡をあるく や、旧石器時代当時と同様の

や製作 を用いて石器製作 をしてもらう

文 形石器を作 う などの

事業も き き 的に開 し、 跡 遺跡

の周 ・ に めてまいります。
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第１図　鈴木遺跡の範囲と保存区

第２図　鈴木遺跡の地層と文化層

第３図　鈴木遺跡保存管理等用地の現状
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   2　世田谷区　堂ヶ谷戸遺跡
時代　旧石器時代、縄文時代、古墳時代

遺構　住居跡・土

遺物　縄文土器

キーワード　環状集落

調査概要
　 谷 遺跡は、標高約40ｍの 野段丘面上に

立地する旧石器時代から近世に る 遺跡で、東

京 世田谷区 本 丁目33 一 に所在しています。

遺跡は、多摩川に注 流、谷 川と 川の 流点

に向かって延びる台地の 部から 部にかけて

しており、 定範囲は東西約 360 ｍ 南北約 540

ｍと 定されています。

　本遺跡の周辺は、区 でも最も多く遺跡が集中す

る地域で、大 遺跡、下 北遺跡、下 遺跡などの

集落跡が台地上にあり、台地斜面には西谷 横穴墓

群、 本谷 横穴墓群などの横穴墓群が分布してい

ます。

　本遺跡では 和 25年（1950）に めて発掘調査が

行 れ、古墳時代後期の住居跡が調査されています。

その後、 和 48年（1973）の２ 調査から現在まで

62回の発掘調査が行 れ、旧石器時代の や

群、縄文時代～古代の住居跡約 280 軒が調査され

ています。今回は、62回の発掘調査で明らかになっ

た縄文時代中期中 から後 の集落について報告し

ます。

　本遺跡における集落の開 時期は、 １式期後

（ 道式段 ）と えられています。住居跡は北

東側の台地 辺部に する 32 調査区で１軒調査

されています。 の ２式期前 （ 式段 ）

では き いて北東側の 50 調査区で住居跡がみら

れ、32・50 調査区周辺に 模な集落があったと

定されています。また、この段 までは 玉台式

土器が ですが、 に 式土器に移行してい

きます。それに伴って住居跡が台地中 の平坦部か

ら南側の 斜面に移っていくと えられ、環状集落

を形成するようになります。集落は ３式期前

（ ・ 式段 ）に となり、住居跡は南

側の 斜面下方の 45 調査区まで構 されるよう

になります。 の ３式期後 （ 段 ）

の住居跡は確 されてなく、 期となっています。

　 利 E 式期になると環状集落の 模は少しずつ

していき、 利E３式期 段 までは す

ることが かっています。その後、環状集落は さ

れ、 利E 式期になると台地 部に近い47 調

査区で土 墓が検出されており、この周辺に 模な

集落があったと 定されます。

　このように本遺跡における環状集落の範囲は、北

側は 34 調査区 近、東側は 60 調査区東 近、

南側は 45 調査区、西側は７・42 調査区 近ま

でと えられ、 模は南北約190ｍ 東西約150ｍを

ります。

　 に、集落の 側については、21・61 調査区で

墓域の一 が明らかになってきています。いずれの

調査区も 利 E式期の住居跡と一部重 するよう

な形で土 ・ が分布しています。21 調査区

で調査された土 の中には ２式の 形深 が

された土 や の大 が された土 があ

ります。また、61 調査区では
がん

面
めんとっ て つき

土器が

された土 が見つかっています。

　 面 土器について しくみてみまし う。

土器は 部の一部が するほぼ 形品で、土

の 部から の状 で出土しています。器形は

形で、 下 部は く 状をしています。 面は

い目でつり上がり、 は 形状をしています。

側面には
さん さ

文
もん

、 面には 文と 文が施

されています。また、 上 部には 形文や

みを する で 形などの区 がみられ、区

には 文や
かくおし

文
もん

、 下 部には横 する 線

間に の 線が施されています。

　 面 土器は、 ２式前 （ 式段 ）

にみられるもので、 ３式期前 （

・ 式段 ）に一 に広がり、 ３式期後

（ 式段 ）に する 向がみられます。

今回出土したものは、 ２式でも古い段 に

けられ、さらに古くなる可能性も えられます。

縄文中期中葉～後葉の集落の変遷
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第３図　堂ヶ谷戸遺跡　縄文時代中期の住居跡分布図

第２図　顔面把手付土器

数字は調査次数
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港区で最大級となる弥生時代集落や、奈良時代の馬具を検出

   3　港区　高輪南町遺跡
時代　縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良・平安

　　　時代、近世、近代　

遺構　竪穴建物跡・方
ほう

形
けい

周
し う

溝
こう

墓
ぼ

（弥生）、竪穴建物

　　　跡（古墳・奈良・平安）、祭祀跡（古墳）

遺物　土器・石器・金属製品（弥生）、土
は

師
じ

器
き

（古墳・

　　　奈良・平安）、須
す

恵
え

器
き

（奈良・平安）、石製品

　　　（古墳・奈良）、金属製品（奈良）

キーワード　 点的集落、方形周溝墓、

調査概要
　高 南 遺跡は 区南部の高 丁目に所在する

遺跡で、 品川 から西に500 ほどの 野台地東

の 辺部に立地しています。この 近は高 台地

と れ、北側は古川（ 谷川）、南側は目 川に面

し、東側は東京 に んでいます。

　本遺跡の北方には、 ・ 遺跡や 子

遺跡が所在しており、弥生時代中期～後期の集

落跡や方形周溝墓などが検出されています。また、

西方の台地上に立地する品川区 田 北遺跡では、

竪穴建物跡や環 を伴う後期の集落跡が発見されて

います。

　今回の発掘調査は、東京 整 による東京

道路事業 線 路環状 号線の整 に伴

い、平成30年７月から令和２年12月まで、整理調査

期間を みながら7,780㎡の調査を行いました。

　調査により、縄文時代から近代までの遺構・遺物

が検出されましたが、なかでも弥生時代後期の大

模集落の 在が判明した点で注目されます。

時代　後期（約 2,000 ～ 1,800 年前）の竪穴建

物跡が調査地 域に たって 72 軒検出されました。

この時期の竪穴建物跡の平面形は 方形を し、

北西方向に を えて建てられています。ほ

とんどの建物跡は いに重なり ないことから、

集落は比 的短期間に形成されたことが かります。

　その の遺構としては、一辺７～８ｍを する方

形周溝墓２ が検出されました。そのう の１ は、

おそらく周溝に 部を たず、溝が 周する

と 定されます。これら２ の方形周溝墓は、周

溝の一辺を する形で構 されていたことが か

りました。この地域における、当時の の墓と

えられます。

出土遺物としては、
つぼ

や
かめ

、高
たか

坏
つき

などの土器、 石

などの石器の 、土
ど

製
せい

勾
まが

玉
たま

や
どう く

といった貴重な遺

物も含まれています。

古墳時代　前期～後期（約 1,700 ～ 1,400 年前）の

竪穴建物跡６軒と土 状の祭祀跡が検出されてお

り、 に調査地の東側に って分布しています。時

代によって居住域が移動していたのかもしれません。

　竪穴建物跡からは、坏や し器である
こしき

や など

の土
は

師
じ

器
き

が出土しました。また、祭祀跡からは を

してつながっていたと される石製（ ）

の勾玉１点と
くだ

玉
たま

５点が検出され、その 近からは
かっ

石
せき

で剣をかたどった剣
けん

形
がた

模
も

造
う

品
ん

も見つかっていま

す。これらの祭祀に伴う遺物は、 との 流に

よりもたらされた可能性があり、当時の 的動向

を う重要な遺物です。

奈良・平安時代　竪穴建物跡が８軒検出されており、

調査地の北西をの く古墳時代より広い範囲に分布

しています。このう の１軒は でも な一辺７

ｍにも する 模の大型建物です（ 7 ）。古い

を して しい を作り していること

などから、少なくとも一度は建て えられたことが

かりました。

　遺物としては、土師器や須恵器などの土器、 石製

の
ぼうすいし

（ に りをかける道 ）の 、 の
あ み

に

属する
か こ

（
くら

の に する器 ）が検出

されており、この地域での の利用が える です。

　 地理的な環境からみて、古代の 路として

の中
なかはら

道
どう

との関係も想定されます。

近代　明 時代に建てられた、旧 の北 川

に伴う建物 などが検出されました。

調査の成果
　今回の調査では、 区では最大 となる弥生集落

を確 しました。集落の 模からみて、東京 西岸

地域における 点的な の一つであった可能性が

あります。また、集落だけでなく同時代の墓域も確

したことで、当時の の生 を する上でた

い ん重要な が られました。

　区 では となる奈良時代の の出土も、当時

は貴重だった がどのような形で利用されていたか

を る大きな かりとなることが期待されます。
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時代　縄文～古墳時代、平安時代、中世、近世

遺構　竪穴住居跡、掘立柱建物跡、溝、土 、

　　　 など

遺物　縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、

　　　土製品、石器、石製品、 製品、 製品、

　　　金属製品（ ）、陶磁器など

キーワード　 中崖線下の低地、集落、

調査概要
　当 は東京 住 社から を け、

令和 年８月から
そめ

地遺跡 128 地点の発掘調査を

実施いたしました。屋外での調査は令和３年２月に

し、現在は にて整理調査を進めております。

　 地遺跡は、多摩川中流域左岸の 中崖線下に当

たる 低地に立地し、 地 丁目から 丁目にか

けて約 360,000 ㎡の広さを します（ １ ）。発

掘調査は 和 41 年（1966）から行 れ、令和２年

度末時点で 180地点が調査されています（う 、 掘・

本調査は59地点）。その 、弥生時代から古代に

かけての竪穴住居跡が多数見つかり、当時この地域

に大集落があったと えられるようになりました。

　 128 地点では約 6,476 ㎡を対 に調査を行い、

縄文時代から近世にかけての遺構・遺物を検出しま

した（ ２ ）。調査区中 には東西 びる い

谷状の 地があり、その南北に竪穴住居跡が高密度

で んでいる様子が明らかになりました。

時代　明確な遺構は確 できませんでしたが、

縄文時代 期後 から末期の安
あん

行
う

３ ・３ 式土器や
ふ

線
せんあみ

状
じ う

文
もん

土器が出土しています。

時代　後期の竪穴住居跡が 27軒確 され、この

地の集落の まりが弥生時代に ることが確実とな

りました。一辺 10 を える大型の住居や、 面が

く けた住居などが検出されています。 えて、

地 で生じたと れる の が、住居の や

を いている点も注目されます（ ３ ）。遺物は
く が はら

式・
うこう

寺
じ ら

式・
よし が

谷
やつ

式土器が で、石器

や土製品も少 ですが出土しています。また、当時

貴重だった い 製の 玉も見つかっています。

古墳時代　竪穴住居跡 44軒、土 ２ を調査しまし

た。前期は８軒検出され、 に調査区の北東側に集

落が展開します。中期は15軒が南北に分かれて広が

り、中には1辺約８ の大型住居も見られます。後期

は21軒検出し、南側に集落の があります。中期

から後期の竪穴住居跡に伴う には、 地域で

見られる長
ながえん

道
どう

型
がた

のものが含まれています（

）。また、後期の竪穴住居跡の中には、板や で

囲いを設けた 跡の る 穴も確 されました

（ ５ ）。調査区北東 の土 ２ は中期の墓
ぼ こう

と えられ、土師器の坏
つき

や 品らしき臼
うす

玉が数

点出土しました。 な遺物は
り う

式・和
い ず み

式・
おに

高
たか

式の土師器で、 期須恵器を含 須恵器や石器、土

製品も少 出土しています。勾玉・ 玉といった玉

や、剣形などの
かっ

石
せき

製
せい

模
も

造
う

品
ん

も見つかっています。

平安時代　竪穴住居跡 1 軒を検出しました。遺物は

土師器、須恵器が で、 ずかながら
り く う

陶
とう

器
き

、
かい う

陶
とう

器
き

が出土しています。
ぼく

書
し

の る土師器片も

数点 められました。

中・近世　中世から近世にかけて溝が 65 確 さ

れたほか、柱穴や土 が 数検出されました。溝に

は、道路跡や区 溝、さらに 作にかか る
う

間
ま

溝
み

があると えられます。中世の遺物は国 の陶器片、

か らけ、
はくさい

磁が められ、近世では陶磁器片、

器 、 石などの石器、銭貨・
き せ る

などの金属

製品が出土しています。

　調査区中 の 地は時期を特定でき

ていませんが、弥生時代には に 在していた可能

性が えられます。この 地からは、建 や 製

品が出土しました（ ６ ）。さらに、
し うどうたく

と

れる、 の も見つかりました（

７ ）。 は 国でも 60 点ほどしか報告され

ていない貴重な出土品で、 での発見は本 で

３ 目となります。しかも今回は、 を った

状 で出土しました。 製品は の
さび

に れ

ることが多いのですが、 地遺跡の場 は低 地に

していることが いしたようです。

調査の成果
　幅広い時代の遺構・遺物が見つかり、この地が長

らく の らしに利用されていたことが明らかに

なりました。今後は整理調査を じて、時代による

土地利用の や、 が す地 と遺構との関係

についても調査を進めていきます。

   4　調布市　染地遺跡（第 128 地点）

都内 3例目となる小銅鐸が出土した低地の集落遺跡
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調布市

神奈川県

染地遺跡

狛江市

世田谷区

三鷹市

府中市

稲城市 多

野

入
間
川

川

川
仙

摩
川

第128地点

府中崖線

0 5kｍ
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はじめに
　世田谷区野

の

（
え ら

）、横 中区野 （
く

良
ら き

）に る地 の 野 は
け

野
の

の か

とい れている。

　 国は
さ し

、
さし

と の３国（地域）が

集約されたとみる。

１　野毛古墳群と喜多見・狛江古墳群
多摩川左岸、国

こく

分
ん

寺
じ

崖
がい

線
せん

上の台地 部、世田谷区
お やま

台
だい

から上
かみ

野
の

にかけて広がる古墳群で、東南側

は大田区田 調布古墳群に き、あ せて
え ら

台
だい

古

墳群ともよ れる。現時点で判明している古墳の数

は、野 古墳群が約40 、田 調布古墳群が約33

である。

　また、多摩川中流域左岸の低 台地（立川面）に

世田谷区喜
き

多
た

見
み

から
こま え

にかけて広がる一 の古墳

群は 92 がある。

２　長持形石棺
では 世 末の 寺

つ どうし やま

古墳をはじ

め、５世 前 の大
だいせん

古墳（ ）など 大

墓 に使用されているが、東国では出土 が 少で、

長
ながも

形
がた

石
せっかん

には３ の 構造がみられる。

　最上 は東国最大の大型前方後 墳、上
かみつ け

野
の

の
おお

田
た てん

神
じんやま

古墳、 いでお
ふ じ やま

古墳、下
しもうさ

の
さん の

分
け

目
め

大 ・上
かず さ

の高
たかやな う

子
し か

はこれに 大型前方

後 墳であり、最下 の野 の
てん うつか

は
ほ

立
たてがい

形

ないし造
つくり

出
だしつき

墳の墳形である。

　なお、野 古墳群の石 の石 は て
かい

成
せいそう

　　　　

で、
み うら

である可能性が高い。

３　埴　輪
これまでに行 れた

はに

土の
けいこう

線分 の

から、野 ・喜多見・ 古墳群には の 立

が行 れた 期間を じて、生
お

出
い か

は さ

れない様相が明らかになった。

　南 （ 下、 と ）における の生

と は、出現期の野 大 では、 野
こうじん

の

後は、 野・比 の による南 在地での出

生 （田 調布 ・川
しら い かよう

）に移行し、５

世 り からは、 野・比
き

の製品が

される。

　これに対して、６世 前 、田 調布・多摩

西部、
た な

・
く

良
ら き

（ ） 域においては、

野・比 に えて、生出 の の が

になる。

４　石製模造品
石
せき

製
せい

模
も

造
う

品
ん

は の古墳では野 古墳群の
し

長
う

墳

のみに されている。

　野 大 では １ ３ ２ と 的に

され、これと 行する時期の
てん う か

、
は まん か

にもあ

る。（
み たけさん

古墳は、
ふくそう

された部分が 発掘なため、

確 できない）

　野 大 １ 部の石製模造品は
き ない

と え

られるが、それ 外は上 野、とり け
ふじおか

周辺の

石 を使用した製品が して されている。

おわりに
野 古墳群の 長墳は、野 大 に まり、出現

から まで 立 形ないし造出 墳の墳形が

している。

　 は５世 末の
かめ か

古墳の 造で、その

模は、併行する野 の 長墳、
きつ か

を
り う が

する。

古墳は 立 形の墳形、在地の と周
し う

溝
こう

の

土器祭祀などの要 を する。

　そして、６世 前 の最後の 長墳 野 ２号墳

は、 長 35ｍ、短 な前方部が大きく 形
がた

に開く

立 形古墳で、その墳形は群 高 報 地古

墳群 の 野の古墳に している。また、 も

の本
ほん う

の製品が される。

　 長間 流・物流において、古墳時代中期から後

期 めにかけて、上 野と密接に びついていた野

の 長は 国
こく

造
う

の の
お き

だったのか

公開講演　『古墳時代の野毛と上毛野』
ー石棺・埴輪・石製模造品の生産と供給にみる首長間交流ー　　寺田　良喜
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第 2図　南武蔵における埴輪の供給範囲

第 1図　武蔵・上毛野の主要古墳と年代

野　毛
江狛砧

砧中学校 喜多見 和　泉 岩戸・猪方
田園調布

竪穴系埋葬施設
＝木炭槨・粘土槨・木棺

竪穴系埋葬施設
＝礫槨 横穴式石室

上野毛稲荷塚

野毛大塚

7号

4号

3号

8号

天慶塚

八幡塚

御岳山

狐塚

尾山北原塚

等々力根1号

陣屋4号

第六天塚

慶元寺1号

陣屋5号

陣屋2号

宮之原1号

陣屋14号
陣屋3号

下山1号

殿山1号

殿山2号

大蔵1号

亀塚
8号

6号

前原塚

4号
2号

古屋敷塚

橋北塚

土屋塚

駄倉塚
1号
2号

松原東稲荷塚

絹山塚

兜塚

白井塚

陣屋6号

野毛2号
野毛4号
スクモ塚

年
代

喜多見
　稲荷塚

扇塚

宝来山

亀甲山

号13岡西

丸山
赤坂

西岡28号

多摩川台2号

多摩川台1号

庵谷

観音塚

多摩川台3号

多摩川台8号
浅間様

号23岡西

紀
世
４

紀
世
５

紀
世
６

紀
世
７

太田天神山

お冨士山

白石稲荷山

埼玉稲荷山

丸墓山

雷電山

埼玉二子山

北武蔵 上毛野

綿貫観音山

川崎・横浜市域

稲荷前白山

観音松

矢上

朝光寺原

1号

3号

2号

西福寺

了源寺

16号

1号

虚空蔵山

カネ塚

綱島

6号

女体山

大鶴巻

前橋天神山

浅間山 朝子塚

別所茶臼山

前二子

中二子

後二子

野本将軍塚

鶴山

七輿山

前橋八幡山

天川二子山
埼玉将軍山

（※北武蔵・上毛野は主要古墳のみ）

地
域

公卿塚

東塚

経塚

その他

東和泉

弁財天池

猪方小川塚

清水塚1号

都　筑

久良岐

橘　樹

荏　原

多　摩

相模國

野 毛

田園調布

生出塚窯系埴輪の供給範囲

毛野・比企系埴輪の供給範囲

高倉

飛田給

布田
万蔵院台

和田

旧流路

日 吉

久地、長尾、作延

加 瀬

赤田

早渕川

下石原

平瀬川

矢上川

多摩川

帷子川

北門

朝光寺原

稲荷前

恩田川

境　川

武蔵國 豊　島

谷本川

青柳
下谷保

狛江
砧

二子、諏訪

上丸子、宮内

鵜の木

鶴見川

浅川

呑川

仙川

野川

目黒川

入間川

喜多見

殿山

神田川

石神井川

善福寺川

妙正寺川

芝

白山

渋谷

大井

赤羽台

荒　川

綱島

上の山

矢崎山

観福寺

御嶽塚
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時代　旧石器時代、縄文時代、古墳時代、奈良・平

　　　安時代、中世、近世

遺構　集石・陥
おと

し穴（縄文時代）、竪穴住居跡・溝

　　　（古墳時代）、竪穴住居跡（奈良・平安時代）、

　　　土抗・溝（中・近世）

遺物　石器（旧石器）、土器・石器（縄文）、土
は

師
じ

器
き

・

　　　須
す

恵
え

器
き

・石製品・金属製品（古墳～奈良・平

　　　安）、陶磁器・石臼・銭貨（中・近世）

キーワード　石製模造品、古墳時代の集落、中・近

　　　世の大型の溝

調査概要
　下野田遺跡は世田谷区南西部の喜多見六・七丁目

に広がる遺跡で、野川の左岸、国分寺崖線下の立川

段丘面上に立地します。本遺跡では弥生時代を除き、

旧石器時代から中・近世までの遺物・遺構が検出さ

れましたが、なかでも古墳時代から奈良・平安時代

の竪穴住居跡を中心とした遺構群や、中・近世の溝

などが注目されます。周辺では、本遺跡に隣接する

国分寺崖線上に下
しもの

神
しん

明
めい

遺跡・砧中学校遺跡・嘉
か

留
る

多
た

遺跡など、古墳時代や平安時代の竪穴住居跡が検出

されています。また、崖線上に砧中学校古墳群が立

地し、近隣の崖線斜面上には横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

群が点在するな

ど、当時の墓域としても利用されています。さらに

国分寺崖線下の立川段丘面上では、本遺跡から南に

約700ｍ離れた多摩川左岸に喜多見陣屋遺跡があり、

古墳時代や奈良・平安時代の集落跡、中・近世の居

館・陣屋跡が検出されています。今回の調査は、中

日本高速道路株式会社による東京外かく環状道路建

設事業に伴うもので、平成 27年７月から令和２年 10

月まで、整理作業期間をはさみながら 15,693 ㎡の発

掘調査を実施しました。その後、令和３年度末の報

告書刊行に向けて整理作業を行っています。

古墳時代　今回の調査で最も多くの遺構・遺物が検

出され、前期～後期の集落が営まれていました。遺

跡周辺の地形は現在では平坦に見えますが、当時は

１～ 1.5 ｍ程度の高低差の起伏があったと想定され

ます。この微高地は、古い流路に向けて舌状に延び

ており、古墳時代の竪穴住居跡はいずれも微高地上

に密集し、47軒が検出されました。この中でも注目

されるのは、中期の E13 号住居です。この地域・時

期の平均的な住居跡が６ｍ前後の方形であるのに対

し、E13 号住居はおよそ長辺 8.5 ｍ、短辺６ｍの長

方形をしています。また、出土した遺物には須恵器

の蓋
ふた

と坏
つき

など、この時期では貴重なものが含まれて

おり、遺物の面からも特徴的です。また、E13 号住

居から東に 20 ｍほど離れた、中期のG５号住居から

は、祭祀に使ったとされる、剣の形を模した石製品（石

製模造品）や勾玉が出土しており、集落の中でも重

要な役割を担った区域であることが想定されます。

奈良・平安時代　古墳時代に比べ検出された遺構・

遺物の数は少なくなり、竪穴住居跡は 12軒検出され

ました。ただし、調査範囲の北側に３軒の住居跡が

密集して検出されたことから、調査区外に集落の中

心が移動した可能性も想定されます。古墳時代の集

落よりも 0.7 ｍほど標高の低い地点からも住居跡が

検出されるようになり、この時代の環境や土地利用

と併せて検討すべき課題といえます。

中・近世　明確な建物跡と想定される柱穴などは検

出されませんでしたが、土抗や大型の溝などが検出

されています。特に溝は、深さ 0.8 ｍ、上幅３ｍ、

下幅１ｍ程度の逆台形の断面形をしています。調査

区西側で検出されたN３号溝では、溝の一部が長さ８

ｍ、幅７ｍほどの舌状に突き出す大きな掘り込みを

もっていることが特徴的です。この溝や掘り込みの

性格については調査中ですが、南にある喜多見陣屋

遺跡の陣屋跡と何らかの関係性があるものと想定さ

れます。この時代の遺物は多くありませんが、石製

の下臼や板碑の破片などが出土しています。

調査の成果
　今回の調査では、微高地を中心に古墳時代～奈

良・平安時代の集落が展開した様子が判明しました。

また、土地利用については竪穴住居跡の分布の違い

から、同時代のなかでも時期差があると想定されま

す。中・近世の様相は大型の溝や掘り込みについて、

文献記録も含めた今後の調査の進展が期待されます

が、本遺跡はいずれの時代においても重要な役割を

担った場所であったといえます。

   5　世田谷区　下野田遺跡

微高地を中心に展開した遺跡。集落の変遷と土地利用の変化の手がかりに。
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   6　八王子市　国史跡八王子城跡

八王子城跡御主殿において、炉状の遺構を持つ新たな礎石建物跡を検出　

時代　 国時代

遺構　 石建物跡、 石遺構

遺物　陶磁器、土師 土器、金属製品

キーワード　 石建物跡、石に囲まれた 状の遺構

調査概要
　令和２年６月、東京 で めての日本遺 となっ

た 　高 　～ の りが 物

～ の構成要 の一つである国 定 跡 子

跡は東京 西部に する 子 の西側、

子 、下 方 、西寺方 にまたがって 在し、関東

地から 生した標高 460 ｍの深 と れる

を中心に地形を みに利用して造られた です。

は 田 を 点として関東地方で した

田 北 の 代目北 の 、北 に

なります。 時期についてははっきりとはしてお

りませんが、 されている文書から 10 年（1582）

から が まったと れます。 は 子

に移る前は、 子 に 在する を居

としていました。この から 子 に移 した時

期もはっきりとはしていませんが、現 する か

ら 15年（1587）３月 前に移 したと えられ

ます。 時期や移 時期、移 理 などはっきりし

ないことが多い 子 ではありますが、落 時期

については、 18 年（1590）６月 23 日関東

を行っていた の前田利 ・上 などの

によって一日で落 しました。

　 子 は に５つの地区に分かれており、本

を中心に の要 に造られた 群を要 地区、

が 、居住をしていたと れる に

かれた 群を居館地区、居館地区の南側の 群

を 地区、 の居住地区があったと

れる 屋地区、 屋地区の東側にあたる
れい

谷
や

地区になります。

　今回の調査となる は居館地区の最も重要な

となります。 の調査は平成 ・５・21・

25 年度に行 れました。平成 ・５年度は 石を

する大型建物跡が２ 、その建物の周辺に 路跡、

状の遺構が検出されました。遺物は約７ 点という

数が出土しました。しかし、多 の遺物が出土して

いますが、 形の形で出土するものは少なく、ほと

んどが破片となっている状 でした。この中で注目さ

れる遺物として、 の

器があります。 国時代のお では

器は 子 でしか出土しておらず、な ここに 外

のものが 込まれたのかは かっていません。平成

25年度の調査では会所と れる建物北側の 状

遺構を調査し、 を つ であることが かりま

した。このことにより北 の文 の の高さ

を い ることができました。

　今回の調査は平成 年度に行 れた場所の西側に

あたります。この場所は大型建物群がみつかった場

所より約30 高くなっています。確 された遺構は

石を つ建物跡、 石遺構などです。

　 石を つ建物跡（ 下建物跡）は５ の 石が見

つかりました。これまでの調査では、 石に柱が き

き、柱の大きさが かる跡が されていましたが、

今回の調査では柱の大きさが かるようなものはあ

りませんでした。 石の間 は南東 北西 の 石

は192 を 本とし、南西 北西 の 石 は306

になります。南東 北西 の 石 は一部間 が

384 となり、一つ 石を した間 となってい

る場所がありました。この一つ 石を した間

の中の場所に、石で囲まれた 状の遺構が２か所見

つかりました。この２か所の 状の遺構の間には２

の石 が確 されています。これまで建物の中に

状の遺構を つものは見つかっておらず、今までの建

物とは違う目的で建てられたものであったものと え

られます。この建物は、建物 の施設と えられる

状の遺構が、西側に延びていることから、まだ調査が

行 れていない西側に いているものと えられます。

　遺物は中国から された磁器の 坏、 、 、
せい

磁
じ ん

、 の 、 目 、
すり

、 、

の 、土師 土器の 、 製の
はんし う

片、 製の 、

、 製の 、 などが出土していま

す。磁器片は平成 年に検出された磁器がまとまっ

て検出された 磁器集中域の近くで出土しました。

　今回の 状の遺構を中に する建物跡の検出は、

、会所と つの建物との 関係や構造などの

違いなどを検討し、 の使 れ方を える上で

貴重な を えるものとなりました。
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